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58  主としてハンブルクで活動したドイツ初期ロマン派の重要な画家（1777-1810）。
59 ドイツ初期ロマン派の著名な画家（1774-1840）。主にドレスデンで活動。
39翻訳：アンドレア・ゴットダン著『ヴァーグナーとその時代の造形芸術』
にしたがった上演を体験できたのである。だがすでに次の世代の芸術家たちの
ヴァーグナー体験・理解は、アドルフ・アッピア（1862-1928）60のごとき演出
家や舞台芸術家がおのれみずからの理念や理論を上演に移し換え、ヴァーグナ
ーの作品を解釈する演出によって特徴づけられた。ヴァーグナーの著作の引続
き進展する議論やそのイコノグラフィーみずからのダイナミズムは変転を引き
起こしている。だが造形芸術におけるヴァーグナー受容の最初の局面はこのマ
イスターの死とともに劇的に終わったわけではない。それはゆっくりとその響
きを終え、箇所によっては注目すべき長さの余韻を伴って終わったのである。
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